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1． はじめに  

　2012年 4月に「児童福祉法」に新たに「放課後
等デイサービス」が位置付けられて以降，多様なサー
ビスが展開されており，その質保証のためのガイド
ラインが策定されている 1）。児童福祉法を根拠とす
ることにより，特別支援が必要な学齢期の児童が学
校の授業終了後や休業日に療育機能や居場所機能を
備えた福祉サービスを受けることができるように
なった。さらに「障害者総合支援法」により，未就
学児童も児童発達支援事業を受けることができるよ
うになったことから，民間事業者の参入もあいまっ
て利用者の選択肢が量的に増えている。
　筆者らは，このような法的な整備が整っていない
2007年から地域連携活動および教育研究活動の一
環として『放課後の音楽室』の運営を始めた。『放
課後の音楽室』は，国立大学法人化（2004年）以
降に重点化された「実践的指導力育成」を視野にい
れた教育活動と地域連携活動のモデルとして誕生し

たものである。また『放課後の音楽室』は，研究室
が主体となった教育研究活動であり，放課後等支援
サービスとは異なる目的を持つものである。
　根津（2005）は，学部段階で養成すべき具体的な
実践的指導力について，“ 望む力 ” と “ 臨む力 ” か
らなる「2つの “のぞむ力 ”」を規定してきた 2）。“ 望
む力 ” とは，対象者のライフ・ステージにおける発
達課題や家族・地域の問題などを考慮しながら活動
を企画・遂行する力であり，対象者の “いま・ここ ”
の問題を捉えながら，長期的・継続的な支援を展望
する力量である。また，“ 臨む力 ” とは，理論に基
づく瞬間的な判断力であり，即興的・実践的に行動
する力量である。
　本稿は，『放課後の音楽室』に関して PDCAサイ
クルを回し，高等教育機関における母子支援活動の
意義を考察するものである。
　本稿の構成は，以下の通りである。

Ⅰ．『放課後の音楽室』の理念（Plan）
Ⅱ．『放課後の音楽室』の構造の変容（Do）
Ⅲ．母親の手紙の分析（Check）
Ⅳ．親子のインタビューによる省察（Act）
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　　Key words:　 musical experiences　音楽的経験，childcare support for infants　幼児期の母子支援

* 児童学科
 Dept. of Child Studie’s

－ 189 －

日本女子大学大学院紀要　家政学研究科・人間生活学研究科　第 24 号



　具体的には，まず，奥田（2008）に基づきⅠおよ
びⅡを概観する。Ⅲについては，根津・高林・井上
（2011）の作成資料を再構成する。その上で，X＋
10年 10月に実施した母子のインタビューおよび根
津・松本（2008）の再検討を通して，活動全体を省
察する。

2． 『放課後の音楽室』の理念（Plan）  

　『放課後の音楽室』は，X年 5月から X＋2年 3
月にM大学教育学部音楽棟で大学教員 2名，大学
院生 3名，研究生 1名，学部生 2名のべ 8名によっ
て運営され，65回実施した活動である。発達障害
と診断されたMくん（開始時 4歳）を対象とした
音楽活動を軸とし，他県から転居したMくん親子
が安心して過ごせる活動の企画と実践に学生が携わ
るという教育研究活動であり，あくまでも医療的・
心理的な支援ではなく，「大学内に遊び場を設定す
る」という連携活動として位置づけた。
　奥田（2008）は，『放課後の音楽室』に内在する
機能を 3点にまとめている 3）。

　①過去と現在を結ぶことができる。
　②体験を基盤として自立していく。
　③ 実践者（スタッフ）との相互の表現を通して両
者が影響を与え合う。

　特に，人と人が創る心理的な空間として，母子関
係のように人が結合したのちに離れる性質を持つよ
うな「移行的空間」であり続けることを重視した。
また，その「移行的空間」について，次のような段
階を想定した。

　① 各自が音楽やモノ・できごとに関わっているこ
とで人と人がつながるようになる。

　② 一緒に体験を共有して過ごすことにより，人と
人の間に心理的な空間が生まれる。

　③ 一緒に過ごした時間・場があることで，この場
にいない時でも，人と人がつながっていると感
じられるようになる。

　④ 空間の中でつながっていた人と人は，同じ場で
の体験を基に，そこにいなくてもつながってい
られる安心感を持つようになる。

3． 『放課後の音楽室』の実践（Do）  

　Mくん親子を対象とした活動は，毎週火曜日の
放課後（16：30～ 17：30）に行われ，身体を使っ
た遊び（抱っこや布を使用したゆさぶり遊び），ルー
ルのある遊び，創作（共同絵画やちぎり絵）などを
取り入れながら，創造的な音楽活動を軸として展開
された。Fig. 1～4は，「放課後の音楽室」の構造の
変容を示している。

　『放課後の音楽室』では，Mくんの音楽的経験を
保証することを重視したため，楽器と関わる様子を
見守るように心がけた（Fig. 1）。やがて，スタッフ
との創造的な音づくりを通して，Mくんはイメー
ジを音にするようになり，スタッフは受け取ったイ
メージを言語化するように心がけた（Fig. 2）。

Fig. 1　Stage 1

Fig. 2　Stage 2
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　スタッフも楽器を用いて，音のやりとり・音楽の
やりとりをするようになった（Fig. 3）。

　最終的には，スタッフと共有した音楽を別の人々
と共有する発表会形式になった（Fig. 4）。

4． 母親の手紙（Check）  

　ナラティヴ・セラピーで用いられる概念である
“ ドミナントストーリー ” とは，対象の見方を固定
的で支配的なものとする物語理解のことを示す。活
動当初より，「Mは本当のMを理解してもらいた
いと思っているに違いない」という母親のドミナン

トストーリーが強かったことから，『放課後の音楽
室』は，あくまでも音楽的経験を軸とした活動を通
して様々なMくんの姿を母親と共有することを目
指した。
　音楽的経験を軸とした活動によって，母親自身は
どのような経験を重ねたのであろうか。筆者らは，
X＋4年に，活動期間中に受け取った母親からの手
紙（33通）を対象とし，グランデッド・セオリー・
アプローチによって分析する作業を行った 4）。
　例えば，「・・・辛かったり①／イヤだったりす
るのは見ててあきらかでしたが②，／その時，自分
なりに考えて，中間点（自己流）を見つけようとし
たり③／自分で考えて行動する・・・すごいな～と
思いました④。／本人も精一杯だったと思います⑤
／・・・」という文面については，文脈で区切り，
それらの文に出てくる言葉をコードとして抽出する
作業を行った。
　さらに，上記の情報から，①「Mの様子【辛い】」
／②「Mの様子【イヤ】」／③「Mの様子【自分な
りに考え行動】」／④「母の感想【すごい】」／⑤「母
の感想【本人の精一杯】」のコードを抽出し，最終
的には 235コードから 63カテゴリーを生成した。
　診断を受けて間もなかった活動開始当初は，M
くんの行動を「My World（Fig. 5左下）」の一言で
象徴しており，「自分の至らなさ」がMの不安定さ
の原因ではないかという記述が見られたが，X年
11月以降は，「My World」を肯定的に捉える表現が
出現し始めた（Fig. 5中央下）。例えば，X年 10月
には「コミュニケーションをとろうとしていますが，
どうにも関わりがとれないので（成り立たない），
Mは，myワールドにどっぷり・・・です」と記載
していたが，X＋1年 1月には，「今日のMは，時
折目をとじたりしていて，自分の中での何か世界の
中で・・・もしかしたら頭の中でぐるぐる想いめぐ
らせていたのかな？少し，ふしぎなMを見ました。
ボクの知っている事（モノ）も，そうでないものも。
新しい発見も柔軟に受け入れ，楽しめるようになれ
たらいいな～って思いました」と，Mの視点と母
親の願いの視点が交錯する表現が出現している。
　Mくんの状態についても，薬への嫌悪感が強かっ
た時期には，「Mは調整・コントロールできる」と
いう記述であったが，X＋1年 1月以降は，スタッ
フとのかかわりを楽しんでいる具体的な姿の描写に
変化している。また，「気持ちのトゲトゲが消えて

Fig. 3　Stage 3

Fig. 4　Stage 4
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いったんだなあ」「伝えたくても伝えられないもど
かしさが全面に出ていたのに，今は，それもあるの
かもしれないけどプラスαの気持ちがいっぱいあ
る」など，「Mの成長」という言葉が増えていった。
母親自身に関する記述に関しては，初期には「自分
が頑張る」という心構えの記述が多いが，徐々に「自
分にできること」「一緒に・共感」の項目が増え，「余
裕（まあいっか）」等に変化した。
　根津・高林・井上（2011）の作業によって照射
されたことは，母親による「My World」が，3つの
文脈で使用されているということであった。まず，
Mくんの身体性（感覚・運動）に関わる記述であ
り，直接観察できるMくんの姿である。次に，ス
タッフとの関わりを通して感じた「Mくんらしさ」
の記述である。例えば，「みんなに笑ってもらって
ナンボ（Fig. 6中央枠）」「恥ずかしがる，照れ屋
（Fig. 6右枠）」などは，他者とのかかわり合いを通
したMくんの姿を捉えたものである。そして，「い
ろいろなことを考えて表現」「しっぽり」「優しい」
「ピュア」など楽器や音楽との関わりを通した感じ
たMくんの描写である（Fig. 6右枠）。
　以上から，「Mは本当のMを理解してもらいたい
と思っているに違いない」という母親のドミナント
ストーリーを否定することなく，楽器や音楽との関
わりや他者との関わりを通して，多様な「本当のM」
の姿を共有することができたと考えることができる。

5． 親子のインタビューによる省察（Act）  

　ここでは，X＋10年 10月に実施したインタビュー
を通して，前述した『放課後の音楽室』の理念と機
能に関する省察を行う。
　まず，母親のインタビューから「①自分自身の過
去と現在を結ぶことができる」について考察する（波
線は筆者による）。

【放課後の音楽室という場所　X＋10年 10月】
　 なんだろう。本当に大事な場所だった。私は，私
はですよ。なんだろう。傷ついてきたかもしれな
い，苦しんできたかもしれない。でもあそこで，
回復させてもらったと思います。回復して，で，
今までどん底にいたり，暗闇の中にいて見えな
かったものが，あの，先生たちと一緒に活動させ
てもらって，そこで私，すっごい一杯気づくもの
も，はっと気づくもののあったじゃないですか。
あったんですね。で，それによって見えなかった
ものが見えてくるというか，開かれていくという，
それこそ，リカバリー的なものがあったんではな
いかと思います。

　母親の言及する「見えなかったもの」「はっと気
づくもの」について，筆者らは，音楽活動に関する
解釈のツールとして「感性のフレームワーク」を用

Fig. 5　Categories
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いて検討を重ね，母親にフィードバックすることを
心がけていた。Fig. 7は，「受け取る感性＝生み出
す感性（横軸）」，「共有される感性＝個別的な感性
（縦軸）」，「表見される感性＝表現されない感性（前
後軸）」から成るフレームワークである 5）。
　ここでは，プログラムの最後の場面（「バイバイ」）
を中心に，実践者の対応・解釈について 3つのエピ
ソード記述について再検討する。
　第 1回目の最後の場面では，聴いたことのない歌
いかけへの戸惑い，帰りたくない気持ちが交錯し，
全てを「暑い」という言葉で表している。「暑い」
という言葉として表現されているものの，代弁しな
いと伝わらないだけではなく，本人も自分のいらだ
ちに気付くことができない状態であった。

【#1． 「暑い」という言葉　X年 5月】
　 開始 27分後，ラッパを渡すと「やだ！」と言い
ながら，無造作に吹き続ける。「ラッパを吹こう～」
と歌いかけると，「長い歌の曲だからや～だ！」「も
うずるい，こんな楽器のところもうやめる」と怒
り出す。そこで，ラッパを片づけながら「じゃあ，
バイバイ」と言うと，「だーめ，だめだめだめ」
といいながらラッパを投げつける。「本当はやり
たかったの？」と問い返すと，甘えた声で「暑い，
暑い，暑い」と言い続ける。「ラッパを吹きなが
らお別れしようか」と『バイバイのうた』を弾き

始めると，Mくんは「やだ，もう来ない。終り
にしたくない。まだ・・・・」とつぶやく。

　例えば，この象徴的な場面についても，フレーム
ワークを用いるとその質の違いが明らかになる。#1
は，「表現的―形式的―個別的」であり，他者との
共感性は低いと考えることができる。

【#10．かなしい気持ちとやりたい気持ち　X年 8月】
　 スタッフ 2名が 2台のピアノで『バイバイの歌』
を短調で演奏し始める。母が「思ったより，待っ
ている時間がかかったんだよね」とMくんの気
持ちを代弁する。「そういってくれたらわかった
のに」と言うと，「やーりーたーい！！」「歌わな
いで，弾かないで」と叫ぶ。この 2つの言葉はひ
とつの気持ちを表しているのではないかと考え
た。いつもと異なる短調の『バイバイのうた』は，
Mくんの “ かなしい気持ち ” と，“ やりたい気持
ち（帰りたくない気持ち）”をMくん自身が確認
することに影響を与えていると考えた。

　#10は，「感受的―暗黙的―共有的」であり，別
れるかなしさやせつなさを共有できる状況であっ
た。しかし，次のエピソードのように状態によって
は，Mくんの文脈が強すぎる場面も多かった。

Fig. 6　Categories
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【#13．共有できない　楽しい気持ち X年 9月】
　 「じゃあバイバイしようか」と言うと，Mくんは
「ぐるぐる回るから，みんな手をつないで！」と
指示する。ピアノが始まると，ものすごい勢いで
まわり始める。天井のライトやスタッフの動きを
見て楽しそうに笑っているが，徐々に音楽やス
タッフの存在とは無関係になっていくようだっ
た。彼の動きは自己刺激であると判断し，ゆっく
りと反対まわりにするように促した。Mくんは，
まだその場に余韻が残っていることとは無関係
に，「あー目が回る」と座り込む。

　#13では，Mくんの楽しいという行為が，スタッ
フには共有されずに，「表現的―暗黙的―個別的」
段階にあることを読み取ることができる。
　このように，毎回ミクロ的な解釈を母親に提示し
たことに対して，母親は次のように振り返っている。

【あそこ・あの場所　X＋10年 10月】
　 あそこで，本当に先生はじめ学生がたくさん関
わってくださる姿を見て，大きかった。その，目

の前の人を大事にすることとか。相手を思うだと
か，あの経験は本当にでっかくて，それをもって，
それを自分の中で大事に気をはっていることは確
かにあったけど・・・・。

　以上から「①自分自身の過去と現在を結ぶことが
できる」に関しては，Mくんの音楽的経験に対す
る解釈をフィードバックすることによって母親が
Mくんや自分自身について考える機会を提供でき
たのではないかと考える。また，移行的な空間の段
階のうち「③一緒に過ごした時間・場があることで，
この場にいない時でも，人と人がつながっていると
感じられるようになる」も満たしていると考えるこ
とができる。
　では，「②体験を基盤として自立していく」はど
うであろうか。

【Mとの距離　X＋10年 10月】
　 いろんなこと吸収して，頭でっかちだったじゃな
いですか。それが，少しずつ，目の前のMに意
識が変わるわけですよね。ハンディキャップがあ

Fig. 7　Framework of Kansai (Nezu & Matsumoto, 2008)
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るうちのMくんではなく，うちのMくんは，こ
んなにすばらしいことができますよって。確か
にMには，苦手なことがあるかもしれないけど，
それはそれで，人には，でも，M，そこでつまず
くのねって，少し変わったかもしれない。
　 （現在は）少年越えて青年という感じなので，お
母さんという気持ちはありますが，一人の子ども
としてはなく，尊重してあげたいと・・・・。

【あの場所　X＋10年 10月】
　 どれだけ，本当に助けられて，支えていただいて，
そして，立つ力を与えていただいたか。あれはね，
生きる力だと思う。生きる力につながるものだと
思います。

　上記の 2つのエピソードにあるように，「あそこ」
「あれは」「あの（場所）」という言葉を用いながら，
過去の自分を相対化できている。
　また，「③実践者（スタッフ）との相互の表現を
通して両者が影響を与え合う」については，母親も
参加した音楽活動（Fig. 3，4）の形態が，親子が現
在参加している音楽活動（音楽による奉仕活動）の
基盤になっているだけではなく，Mくん親子の「音
楽観」にも関わっている様子である。
　Mくんは，個人的に好きな音楽のジャンルを持
ち，友人とカラオケに行ったりする一方で，母親と
参加している音楽活動について，次のように述べて
いる。

【自分にとっての音楽　X＋10年 10月】
　 （音楽は）自己満足ではないと思います。ただ，
自分が弾けて楽しい，かっこいいは，すごいでは
ないと思います。それは違います。
　 やっぱ，音楽弾いている時に価値観変わるんじゃ
ないですかね。みんなで一緒にやっていて，それ
で，自分自身もその中に加わっててっていうのが，
やっぱ聴く人がいるからこそ，自分たちもちゃん
とやっていて，聴いてもらっているってのもある
だろうし，それでみんなで一緒にやるからこそ，
その演奏する価値もあるんじゃないかなってこと
もあるだろうし。聴くだけの人とやっぱこうやっ
ているとやっぱ，その視野の幅が違うんじゃない
かなとは，ちょっと。

【音楽の見方　X＋10年 10月】
　 　聴くだけの人と，聴くし，演奏する人だと，そ
の一つの音楽を見た時に，その見るところが違う
んじゃないかなって感じ。ただ聴いていろんなモ
ノを弾いている人は，こういうジャンルでこうい
う音楽だなっていうのとか，このドラムがすごい
な，とかだけど，やっている人だったら，こうベー
スギターのラインとかリードギターすごいけど，
その後ろのセカンドギターとか，すごいなって考
えるかもしんないし。どうやってどういう楽器で
どう演奏しているんだろうとか，ほら，自分の中
で理解できている場所があるじゃないですか。そ
ういう場所を持てるっていうことが，その視野が
広い人こそが持っているんだと思うんだ。

　音楽的経験に関する回想法については，成人や高
齢者の報告はあるものの幼児期を対象とすることは
難しい。しかし，上記のMくんの発言から，移行
的空間の段階「④空間の中でつながっていた人と人
は，同じ場での体験を基に，そこにいなくてもつな
がっていられる安心感を持つようになる」に達して
いると考えることができるのではないだろうか。

6． 高等教育機関における幼児期の母子支援に関
する可能性と課題  

　対象となった音楽活動は，学生の実践的指導力を
育成するためのモデルとして誕生したものであり，
音楽的経験を通して「2つの “ のぞむ力 ”」を培う
ことを企図していた。『放課後の音楽室』は，Mく
んの発達課題や学校での問題などを抱えながらも，
将来を展望する “望む力 ”と，即興的に行動する “臨
む力 ” について，母親自身が考える機会を提供でき
たと考えることができる。それを可能としたのは，
『放課後の音楽室』には，あくまでも音楽的経験を
軸にした活動に徹し，Mくんの表現を丁寧に解釈
し，母親にフィードバックするという過程が保証さ
れていたからである。
　近年，特別支援が必要な幼児・児童・生徒に対す
る支援の形態は多様であり，保護者のニーズも変容
している。高等教育機関においても，医学・心理・
福祉などの専門分野の養成機関として活動を展開す
る例も増えている。そのような中で，高等教育機関
における音楽活動だからこそ可能な支援とは，対象
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となる子どもの発達課題や能力に応じた音楽活動を
構成したり，材（楽器・音楽）を提供することでは
なかろうか。それは，理論に基づいた活動の企画＝
実践＝省察に他ならない。

〔要　約〕
　近年，特別支援が必要な子どものための多様な支
援活動が存在する。アプローチは異なったとしても，
子どもの成長を願うものであることは共通してい
る。『放課後の音楽室』は，特別支援が必要な幼児
と母親を対象とし，音楽教育を専門とする教員と大
学生・大学院生により運営された活動である。本稿
では，まず，1年 8ケ月間の『放課後の音楽室』の
変容を概観し，母親の手紙の分析から照射された活
動の意義について論じた。さらに，10年後のイン
タビューに基づき，特別支援が必要な幼児期の母子
支援を対象とした高等教育機関における音楽活動の
在り方を考察した。

  参考文献

1）  厚生労働省「放課後等デイサービスガイドラ
イン」http://www.mhlw.go.jp/file/05-Shingikai-12 
201000-Shakaiengokyokushougaihokenfukushibu-
Kikakuka/0000082829.pdf　（2017年 10月 5日閲
覧）

2）  根津知佳子：“ 臨む力 ”“ 望む力 ” を培う体験・
実習の系統性―『音楽療法演習』の取り組みを
通して―，三重大学共通教育センター大学教
育研究，三重大学授業研究交流誌，第 13号，
pp.35-42（2005）

3）  奥田博子：移行的な空間の構造と機能―「放課
後の音楽室」の実践を中心に―，平成 20年度
三重大学教育学部教育学研究科修士論文（2008）

4）  根津知佳子・高林朋世・井上眸：記録の重ね合
わせによって照射される Constellation，第 11回
日本音楽療法学会学術大会報告資料（2011年 9
月 10日富山国際会議場）

5）  根津知佳子・松本金矢：教育実践における感
性のフレームワーク，日本感性工学会論文誌，
Vol.8 No.1 pp.73-80（2008）

－ 196 －

日本女子大学大学院紀要　家政学研究科・人間生活学研究科　第 24 号




